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＜永源寺図書館＞ 

10日(土)14：00～16：15 

「火宅の人」（邦画）  

＜湖東図書館＞ 

10 日（土）14：00～15：45 

「雨に唄えば」（洋画・字幕） 

** ５月の映画会 ** 

永源寺図書館 開館：10時～18時 

tel:0748-27-8050 IP:050-5801-8050 

fax:0748-27-8090 

愛東図書館 開館： 9時～17時 

tel:0749-46-2266 IP:050-5801-2266 

湖東図書館 開館：10時～18時 

（木曜日のみ 20時まで） 

tel:0749-45-2300 IP:050-5801-2300 

fax:0749-45-3343 

 

図書館ホームページ→ 

各館の開館時間・連絡先 

永源寺・愛東 

インターネットで、図書館の資料を検索したり 

本や雑誌のバックナンバーを予約することができます。 

右の QR コードから、図書館ホームページにアクセスし

てみてください。 

※予約には図書館で発行するパスワードが必要です 

** ごぞんじですか ** 

  はお休み 

  （第４金曜日は原則整理休館日） 
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あたらしくはいった本（永源寺・湖東・愛東図書館に入った主なものを紹介します）

くらし・健康 

身近な薬物のはなし 松本 俊彦／著 岩波書店 

いえに戻って、最期まで。 中澤 まゆみ／著 築地書館 

まどか２６歳、研修医やってます！ 水谷 緑／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

かしこく生かす健康診断 名古屋市立大学／編 中日新聞社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                          

車いすの一級建築士が教えるお金も時間もムダにしないシニアのためのリフォーム 阿部 一雄／著 講談社 

主婦にやさしいお金の増やし方ＢＯＯＫ りりな／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

使えるトップス 木地谷 良一／著 文化学園文化出版局 

ちょっと具合のよくないときのごはん 倉嶋 里菜／編著 日東書院本社 

風の飲みもの、光のおやつ 萩尾 エリ子／著 扶桑社 

自分時間を作りだす５倍速家事 Ｎａｇｉｓａ／著 Ｇａｋｋｅｎ 

子どもの話をちゃんと聴く。 辰 由加／著 佼成出版社 

赤ちゃんのための補完食入門 相川 晴／著 彩図社 
 
社会・教育・福祉 
自己肯定感は高くないとダメなのか 榎本 博明／著 筑摩書房 

図解でわかる心理療法 植田 俊幸／著 中央法規出版 

うちのお寺は天台宗 小松事務所／編著 双葉社 

 

 

 

 

 

    
      

考古学者だけど、発掘が出来ません。多忙すぎる日常 青山 和夫／著 ポプラ社 

ＮＨＫ３か月でマスターする江戸時代 野島 博之／ナビゲーター ＮＨＫ出版 

昭和１００年地図帳 平凡社／編 平凡社 

平等とは何か 田中 将人／著 中央公論新社 

不確実な時代を生きる武器としての憲法入門 大城 聡／著 旬報社 

上司に「介護始めます」と言えますか？ 川内 潤／著 日経ＢＰ 

総務省による家計調査ランキング(県庁所在市及び政令指定都市)によると、餃子の支

出金額の第４位に大津市がランクイン(2022年～2024年平均)。滋賀県民には餃子好

きが多いのでしょうか。そんな餃子をさらに魅力的にしようと、料理研究家で管理栄養士

の著者が、新しい提案の餃子＝ネオ餃子のレシピを紹介します。和・洋・中・エスニックと幅

広い味付けのタネと、焼き・蒸し・ゆで・揚げの 4種類の調理方法で、その数 74種類。さら

にそれぞれの餃子にあうオリジナルのタレや、様々な包み方の提案も。なるべく作りやす

く、食材や調味料も少なくすむように考えられていますので、ぜひお試しください。 

 

ドナルド・トランプ氏が再びアメリカ合衆国の大統領に選ばれました。有権者がどのような

思いで彼に一票を投じたのか、またハリス氏はなぜ選ばれなかったのか。日本経済新聞社の

記者たちは、現場で起きていることを確かめるため、アメリカ各地で 1000人以上の生の声

を集め、分断された社会の中で模索する人々の姿を取材しました。誰がどのように動き、何

を感じたのか―その核心に迫るルポルタージュです。日本国内で政治体制への不満が広が

る中、このようなアメリカの現状を理解することは、私たちにとって重要なことです。 

 

『 私たちは、トランプを選んだ～ルポ アメリカ大統領選挙～ 』  

日本経済新聞社 米州総局／編 日経 BP 

『 ネオ餃子 』                         エダジュン／著  PARCO出版 

 



 

 

     

あの時こうしなければ……本当に危ない闇バイトの話 廣末 登／監修 金の星社 

学歴社会は誰のため 勅使川原 真衣／著 ＰＨＰ研究所 

障がいのある子どもを育てながらどう生きる？ クロカワ ナオキ／著 ＷＡＶＥ出版 

 

自然・ビジネス・産業 

ビジネスと人権 伊藤 和子／著 岩波書店 

だけどチームがワークしない 縄田 健悟／著 日経ＢＰ 

人には聞けない６０歳からのビジネスマナー 高齢社／監修 宝島社 

「地震」と「火山」の国に暮らすあなたに贈る大人のための地学の教室 鎌田 浩毅／著 ダイヤモンド社 

身近にあるうまい雑草、ヤバイ毒草 森 昭彦／著 ＳＢクリエイティブ 

とことんツバメ、アマツバメ 佐藤 信敏／写真 文一総合出版 

『 Ｍｏｂｉｌｅ Ｈｏｍｅｓ 愉快な旅車の作り方 』       ワン・パブリッシング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

プラスチックの逆襲 水野 玲子／著 高文研 

現場で役立つ機械設計の基本と仕組み 大髙 敏男／著 秀和システム 

雑草を攻略するための１３の方法 谷本 雄治／著 山と溪谷社 

農福連携を見る・知る・学ぶ事例集  農山漁村文化協会 

フードテックで変わる食の未来 田中 宏隆／著 ＰＨＰ研究所 
 

芸術・趣味 

「なんかよかった」で終わらない絵画の観方 井上 響／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

絵本作家えがしらみちこのはじめての小さな水彩イラスト えがしら みちこ／著 翔泳社 

指先を使って感覚が育つ！親子で夢中になる！３歳から小学生のおうちこうさく シルク／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

志村ふくみ 色と言葉のつむぎおり 滋賀県立美術館／編 滋賀県立美術館 

初心者のヴァイオリン基礎教本 長嶺 安一／編著  自由現代社 

舞台が幕を開けるまで おーち ようこ／著 大修館書店 

悩みから引ける！ゴルフスイング問題解決大全 西尾 和也／監修 成美堂出版 

       

 

 

 

 

 

 

 

植物学的な正確さと、絵画としての美しさを併せ持つボタニカルアート。絵本作家でもあ

る著者が、モチーフ選び、下絵の描き方、構図の取り方などのボタニカルアートの描き方を

初めての方にもわかりやすく紹介しています。植物画に大切な色の使い方から粉が吹いた

ような質感、うっすらと生えた産毛などの質感の表現方法も丁寧に解説されていて、上級

者にも参考になります。 

 ８年前に著者の絵本「おしろいばな」「リュウノヒゲ」（ともに、「かがくのとも」福音館書

店）の原画展を能登川図書館で開催しました。 

板張りの床に、タイルの貼られた可愛いシンク、そして赤々とした炎が燃える薪ストー

ブ。実はこれ、一軒家ではなく、車の荷台に作られた『移動する家・旅車』の室内の様子で

す。この本で紹介されているのは、車をＤＩＹで居心地のよい空間に改装し、毎日を楽しん

でいる２２組の人々とその愛車たちです。限られた空間には様々な工夫が施され、センス

と個性が光る車内は見ているだけで心が躍ります。バンを旅車にする基本的な手順も紹

介されていますので、「自分もこんな車で旅に出たい！」と思われた方、ぜひトライしてみ

てはいかがでしょうか。 

 

『 基礎からはじめるボタニカルアートの色彩と質感表現 』  

山根 悦子／著 マール社 



ことば・文学・小説 

誤解を招いたとしたら申し訳ない 政治の言葉／言葉の政治 藤川 直也／著 講談社 

ＡＩに書けない文章を書く 前田 安正／著 筑摩書房 

いちばんやさしい使えるインドネシア語入門 フェリックス ウィジャヤ／著 池田書店 

見るだけでわかる！！英語ピクト図鑑 マーク／著 プレジデント社 

大人をお休みする日 文月 悠光／著 角川春樹事務所 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

                              
記念日  他者との交わりが人生にささやかな灯をともす。変わらない日常を寿ぐ、ハレの日の物語 青山 七恵／著 集英社 

Ｔｈｉｓ ｉｓ ｔｈｅ Ａｉｒｐｏｒｔ 空港では多くの人がすれ違い、時に交差する。あたたかな６つの物語 飛鳥井 千砂／著 光文社 

摘み草の里  尼寺・千光寺には、悩みを抱えた女たちが集まってくる。癒しの時代小説新シリーズ 五十嵐 佳子／著 朝日新聞出版 

結論それなの、愛    あなたと通じ合えたから、生きていける。心震える、最高純度の恋愛小説 一木 けい／著 新潮社 

人よ、花よ、（上・下） 軍神楠木正成の子・正行は、戦なき世を求め北朝に降る決意を固めるが… 今村 翔吾／著 朝日新聞出版 

腕が鳴る   クセは強いが腕は確かな整理収納アドバイザーの、人生も整えるお片付け連作小説 桂 望実／著 祥伝社 

絵馬と脅迫状          患者、医師、看護師、研究者…。「病」をめぐる６篇の短編小説集 久坂部 羊／著 幻冬舎 

熟柿    服役中に出産した息子を想うかおりだが、犯した罪は、会いたいと願うことすら許さない 佐藤 正午／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

墳墓記  老いて死に瀕した一人の男は、意識の塊と化して長い仮死の夢を見る…渾身の長篇小説 髙村 薫／著 新潮社 

ミナミの春 いつかみんなできっと笑える。大阪・ミナミを舞台に人の「あたたかさ」を照らす群像劇 遠田 潤子／著 文藝春秋 

闇をわたる    愛車はポルシェ、自宅は六本木。セレブ刑事・二階堂現る。新・警察シリーズ始動！ 堂場 瞬一／著 文藝春秋 

交番相談員百目鬼巴       交番相談員が見抜く、警察官たちの闇と罪。連作ミステリ短編集 長岡 弘樹／著 文藝春秋 

氏家京太郎、奔る   親友は殺人犯か、冤罪の被害者か？真相を探るため、鑑定人・氏家は奔る 中山 七里／著 双葉社 

願わくば海の底で   2011年、“あの日”以来いなくなってしまった彼の、高校生活の軌跡とは 額賀 澪／著 東京創元社 

問題。           私、大阪の市立中学に行く！中学受験を通して家族の成長を描く感動作 早見 和真／著 朝日新聞出版 

アレアレ！  還暦を過ぎ妻と別れて途方に暮れる男は、伝説の自転車イベントへの参加を決意する パリュスあや子／著 講談社 

マチルダによろしく    元ヤクザは戦いを挑む。シェアハウスの仲間と可愛い猫を守るために！ 福澤 徹三／著 小学館 

月とアマリリス    九州の山中で発見された白骨化した遺体。あなたは誰…？サスペンス巨編 町田 そのこ／著 小学館 

シルバーの自覚ないまま年は増え   60代～男女 7人の、七転八倒、悪戦苦闘小説集！ 三浦 明博／著 講談社 

逃亡者は北へ向かう 震災直後に殺人を犯した青年。自らも被災した刑事が、執念の捜査で迫る 柚月 裕子／著 新潮社 

裸足でかけてくおかしな妻さん    不倫のすえ妊娠した楓は、相手の妻と暮らすことに… 吉川 トリコ／著 新潮社 

犬と生きる    犬は友だち、家族、道しるべ。パリ在住の芥川賞作家が描く愛犬・三四郎との日々 辻 仁成／著 マガジンハウス 

マリコにもほどがある！   マリコ、古希になる。勤め人となり2年半。まだまだ頑張ります！ 林 真理子／著 文藝春秋 

幸あれ、知らんけど 神戸で 40歳から子育てを始めた著者の、平凡だけどかけがえのない日常 平民金子／著 朝日新聞出版 

対馬の海に沈む   JＡで「神様」と呼ばれた男の溺死の裏には…開高健ノンフィクション賞受賞作 窪田 新之助／著 集英社 

世界は誰かの正義でできている   紛争地や貧困地域を訪れてきた著者の、葛藤と半生紀 原 貫太／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

ボニーとクライドにはなれないけれど 強盗に恋したルイーズは次々と事件に巻き込まれ… アート・テイラー／著 東京創元社 
 

ほかの図書館で所蔵している本や貸出中の本には、予約ができます。くわしくはもよりの図書館へおたずねください。 

『 湯気を食べる 』              くどう れいん／著 オレンジページ 

荒ぶる心をぶつける「ぶんぶんチョッパー（野菜のみじん切り機）」、愛しい旬の食べ

物、たまのご褒美たまご丼。いつだって食べたいものを考えているし、仕事に行き詰ま

れば献立を考え、落ち込みそうになるとスーパーへ行って、自分を奮い立たせてきた。

わたしの自炊は、趣味ではなく「調律」だ。余裕がない人生の中で、自分の人生に納得す

るための手段が自炊なのだ。――そう綴る作家である著者の、「食べること」にまつわる

エッセイ集です。食を楽しみながら、日常の様々なことに心を動かされる姿は共感でき

る方も多いはず。並々ならぬ熱意で語られる食べ物たちは、まさに湯気が立つほど美

味しそうです。 


